
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えんだより 

キラキラ １１月 ２０１９年１１月１日 

社会福祉法人尚徳福祉会 

保土ケ谷保育園 

 

 あっという間に肌寒い季節がやってきました。子どもたちが体調を崩さないよう、十分気をつけながら

過ごしていきたいと思っています。 

 先日の台風は大丈夫でしたでしょうか？子どもたちの心にとても残ったようで、休み明けの幼児クラス

では、保育者やお友達に自分が体験したことを口々に語っている様子がありました。保育園も大きな被害

はなく、どんぐりの木からたくさんのどんぐりが落ちたり、柿の実が落ちたりする程度ですみましたが、

小さいお友達が、どんぐりや流れ出てきた小石を食べないよう、年長児が一生懸命拾ってくれました。 

保育園での年長児はお手伝いをお願いすると、大人と同じくらい、もしくはそれ以上活躍してくれます。 

好奇心の赴くままに、遊び回る０歳児クラスが園庭で遊んでいると、そっとついて行って、危ないところ

に行きそうになると優しく違うほうへ連れて行ってくれます。金曜日は、１歳児、２歳児クラスのシーツ

はがしのお手伝い。雨の日にはお外に出られなくて退屈している小さなお友達と遊んでくれます。少し遠

い所へのお散歩は手を引いて車から守りながら連れて行ってくれます。そして 

保育者たちから「ありがとう」「助かったよ」「みんな喜んでいるよ」と声をかけ 

られることで、「自分は必要とされている」という自己肯定感の育ちにつながって 

いきます。日本の子どもたちは自己肯定感が低いといわれています。「自分はダメ 

な人間だ」「自分は人より劣っている」という大人ではなく、「自分はできる！」 

「役にたっている」と自信をもって生きていけるような大人に、育ってくれたら 

と願っています。               

 園長 大日方 直美 

６日（水）運動会リハーサル 

９日（土）運動会（幼児クラス） 

～ひよこ個人面談 

１４日（木）避難訓練 

１５日（金）お話し会 

１６日（土）～あひる個人面談 

１９日（火）秋の健康診断 

２５日（月）～うさぎ個人面談 

２７日（水）幼児集会 

２９日（金）英語 

＜IT 機器の与え方＞ 

外出中、スマホを見ていればおとなしいから、ずっ

と画面を見せている。ユーチューブを見せている

と家事がはかどるからずっと見せている。こんな

経験はありませんか？現代の子どもたちは、半年

～1年言葉の発達が遅れているといわれています。 

子どもの心と体の成長には「子どもが見ているも

の、感じていることを大人が言葉にして表し、共感

する」ことが大切です。（三項関係・共同注意） 

また、幼い頃から IT 機器を使う際の「お約束」を

作り、利用習慣を身につけさせるようにしておか

ないと、思春期になってから歯止めが利かなくな

り、心と体に大きな影響を及ぼします。今のうちに

お約束を作り、IT 機器を上手に利用していけるよ

うにしましょう。 



 

 

 

☆新しい職員のお知らせ☆ 

 

 

 

よろしくお願いいたします。 


